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モンゴル仏教における無量壽佛濯頂の研究
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本研究は、 主に中国遼寧省阜新蒙古族自治県佛寺鎮にある瑞慮寺 (モンゴル語ガイカム

シガ ジョキラゴルッチ スメ Gaiqamsigjokiragulugci　 stim-e、 チベ ッ ト語 dGab　 ldan　 dar　 rgyas

grub　 gli血、 通称 : 佛寺) の僧侶が、 実際に一般のモンゴル仏教徒の自宅へ出向いて執り行

なっている無量壽佛濯頂 (Ayusi　 Borqan　 nu　 abhi§eka) の実例を調査研究したものである。

一般のモンゴル人は、 どうしてこの無量壽佛濯頂の儀式を執り行なうのか。何処で、 ど

のように執り行な うのか。 これらを具体的に明らかにして行きたいと考えている。儀式を

行なう僧侶は何人なのか、 どのような経典を用いているのか、 なぜ寺院ではなく 、 自宅で

執り行なっているのか、 また、 その動機などについて明らかにしたいと考えている。

まず、瑞慮寺の歴史を簡単に紹介する。

チベッ トは中国で 「西蔵」 と呼ばれるのに対して、瑞恵寺は、 「東蔵」 と呼ばれる、 内モ

ンゴル地域で最大の寺院である。その寺院は清朝の康煕八年(1669年)に建立が始められた。

瑞慮寺に関しては、 昔から次のよ うな口承が存在する。

有名的喇雄三千六、 無名喇雄如牛毛。

有名な僧侶だけで、3,600人がいる。名も知られない僧侶は、牛の毛のよ うに無数であっ

て数えられない、 とい うのである。

モンゴル語で記述される寺誌 『瑞慮寺』 (1) によれば、清朝後半期、 蒙古鎮 (現在の阜新

蒙古族自治県) には、 国に登録された仏教寺院 (ulus　 dii　 neretei　 sUm-e) と、 県に登録され

た仏教寺院 (qosigun　 sam-e) と、 村に登録された仏教寺院 (ai-l　 un　 siim-e) とで、 約300寺

院あったとい う。 僧侶の数は2万人にのぼり、瑞慮寺だけで僧侶の数は、 3千人にのぼる

と記している。 康煕四十二年 (1703年) 康煕皇帝は、 チベッ ト語 ・モンゴル語 ・中国語 ・

満州語で表記した 「瑞慮寺」 という寺名の勅額を贈った。

- 1-

は じめに



《発願者の無量壽佛濯頂の申請》
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瑞慮寺第一世の活仏チャガンディ ヤンチ ホ トク ト・サンダンサンボ (Cagan　 diyanci　 Qutugtu

Saflda丘bza丘bo) に。

Jegiin　 gajar　 un　 monggol　 un　 Ebugen　 Borqan。

東土におけるモンゴルの長老仏

とい う称号を贈った。

瑞恵寺は、 180年を費して完成されたモンゴルの仏教大寺院である。 仏像は一万体以上

が数えられた。 内モンゴル東部地域の宗教、 医学、 文化などの中心地であった。 しかし、

1949年 10月の中国解放後、 特に文化大革命 (1966心 1976) などの影響やその打撃から、

宗教活動はすべて禁止され、 建物で残ったのは 「大雄宝殿」 だけであった。 大雄宝殿が残

るこ とができたのは、食糧機関の倉庫として使用されたからである。文化大革命の時、何

千人もの料理を同時に調理するこ とができる銅製の鍋を鋳っぶして、阜新市の中心地に毛

沢東の像を造った。 今日も残っている。 活仏居住の寺院は佛寺鎮の役所に転用され、 西側

の建物は佛寺蒙古中学校に転用され、 東側の建物は郵便局に転用された。 哲学修学の学問

寺は佛寺小学校に転用され、 モンゴル仏教の護法神である関羽廟は佛寺病院に転用され、

医学修学の寺院は電力会社に転用された。このように瑞恵寺は役所や他の機関に転用された。
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2002年9月 10 日、阜新蒙古族自治県佛寺鎮ホイ トウホロガ村 (goitugoroga、北河欄) の

ナムレイ老人の自宅で、 無量壽佛潅頂の儀式が執り行なわれた。 無量壽佛濯頂を受けたの

は、 ナムレイ老人、73歳のモンゴル人であった。発願者は、ナムレイ老人の甥の呉宝龍氏

であった。

モンゴルでは、古く から阿弥陀仏 (無量壽仏) が信仰されてきた。 モンゴル人が阿弥陀

仏を信仰し供養するのは、 モンゴル人にとって阿弥陀仏は、 人間の寿命を延ばすこ とがで

きる仏であると強く信じられているからである。 昔から毎年、 僧侶を自宅に招き、 父母の

延命長寿を祈願して、 阿弥陀仏を讃嘆する経典による法要を依頼ナる習慣が、今日でも広

く行われている )゚。

今回は、 瑞息寺の僧侶が、 無量壽佛濯頂の儀式を執 り行なった。 今回の無量壽佛濯頂の

儀式を行な うこ とになったのは、 ナムレイ老人が、 2002年で丁度 73歳の日本の干支でい

う本暦の年にあたったためであった。 本暦の年には、 自分の父母や年上の親戚に長く 生き

て欲しいと願って、寺院の僧侶を自宅に招いて、 無量壽佛濯頂の儀式を執り行うのが普通

である。 ナムレイ老人は、 呉宝龍氏の母の兄である。 呉宝龍氏は、 村人に親孝行であると

誉められている。 呉宝龍氏は、 自分の父母だけではなく 、 日本の言葉でいえば、積極的に
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村の老人たちに対するボランティ ア活動を続けている。

無量壽佛濯頂の儀式を行な うにあたって、 儀式の対象となる老人本人の許可を得なけれ

ばならない。 この無量壽佛濯頂の儀式は、 老人のために執り行う儀式であり、 若い人向け

に執り行なわれるこ とはない。 また、 寺院の住職あるいは総務長の許可を得なければなら

ない。 僧侶に布施する経費や、 村の人々に馳走するための費用も必要となる。 日本円で 5

万円程度あれば、十分儀式を行なう ことができる。 このような儀式は、 毎年行なっている

わけではないから、 普通の家庭でもできる。 発願者の呉宝龍氏が寺院の許可を得た後は、

いろいろな準備を整えなければならない。儀式は寺院ではなく 、 民間の自宅に4名以上の

僧侶を招いて、 無量壽佛濯頂の儀式は執 り行なわれる。

ナムレイ老人の自宅は、 寺院から 1キロ離れた村にある。僧侶は、 呉宝龍氏が用意した

馬車で迎えられた。 迎えられた僧侶は、 80歳のサッゲ ラジャブ長老を導師とし、 も う 1

人の80歳の長老と、 3名の若僧とで、 合計 5人の僧侶で無量壽佛濯頂の儀式が執り行な

われた。 ナムレイ老人の自宅に村人がたく さん集まってきた。 この儀式に参加し、隨喜濯

頂を受けることができる人はすべて老人であり、 一般的に若い人は参加しない。 5人の僧

侶がナムレイ老人宅に到着し、 簡単なお茶の招待を受けてから儀式が始まった。 導師が中

央に坐り、 左右に4人の僧侶が坐った。 供養される物には、 灯明 ・線香 ・ ビラン (gtorma

醇油花) に加えて、果物、菓子などを含めた供物があった。用いる什器には、金剛杵 (rdo

lje) ・金剛鈴 (drilbu) ・ダマル ・神鼓 (mchodrfla) ・法螺 (d㎡1chos) ・曼荼羅 ・宝瓶 ・五方

仏宝冠などがあった。ナムレイ老人と妻、その他の参加者は、5人の僧侶の方に向いて坐っ

た。

濯頂に用いた聖典 『潅頂文』 はtShe　 mchog恥himed　 bdodlλjo　 dbafl　 gi　 rgyal　 po　 gsol　 bdebs

smoniisda的 cas　 pa　 shes　 bya　 pa　 bshugs　 so　 (勝壽であり無死であり衆生を満足させる濯頂の王

と敬請と祈願と吉祥と名付ける [文D であった (3)。

モンゴル仏教では、 ほとんどの聖典は、 文殊菩薩に対する 「namo　 guru　 ma司ugho　 kaya」

(上師文殊菩薩に帰依し奉る) という 「偶文」 で始まる。 それから本文に入る [1頁]。

この 『濯頂文』 は、 チベ ッ ト仏教ゲルク派の活仏バンチェ ン ・ ラマ四世であるロサン

チ ョ ジ ゲルツェ ン (bLo　 bzafl　 chos　 kyi　 rgyal　 mtshan　 羅桑却吉堅讃 1567-1662) が、 作成した

ものと される (4)。

無量壽佛潅頂の儀式の順序は、 以下の順序で執 り行なわれる。

(1) 敬請誦 (gsolbdebs)
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(1) 敬請誦 (gsol　 bdebs)

この儀式は密教によるものである。まず敬請するのは、金剛持仏文殊菩薩から始まりツォ

ンカパに至る祖師と無量壽仏など九尊を数える。

敬請は、私は、菩提を得るまで仏 ・法 ・僧に帰依する。 濯頂の対象となるナムレイ老人

の私と、 一切の他の衆生との幸せを成就するために、 まず私が慈 ・悲 ・喜 ・捨の菩提心を

生じなければならない。 十方清浄の浄土にまします仏 ・菩薩よ、 聞き届けて下さい。 私が

慈 ・悲 ・喜 ・捨の菩提心を円満するために、 いま菩提心を起さなければならない。

このように三度敬請誦を読誦して、 三帰依と菩提心を発こす [7頁] 。

同朋大学佛教文化研究所紀要第二十三号

(2) 我生 (bdag　 bskyed、 私が仏となる)

(3) 成就宝瓶 (bum　 pa　 grulb、 瓶も仏となる)

(4) 対生 (mdun　 bskyed、 仏が現前する)

(5) 潅頂 (dbali　 bskul　 pa　 = abhi§eka)

(6) 吉祥誦 (bkra　 gis　 rtags　 cad)

以下の文章の [　 ] 内の頁数は、 『濯頂文』 の頁を示す。 (　 ) 内の漢訳の偶は、 筆者が

チベ ッ ト語から翻訳したものである。
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八
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(2) 我生 (bdag　 bSkyed、 私が仏となる)

敬請に続いて、 次のよ うに 「我生」 が始まる。

私 (行者) は、 この瞬間の刹那 (skarcig) に世尊無量壽仏 (bcom　 ldan　 bdas　 tShe　 dpag　 med)

となる。生き生きした「心月」という意味をもつ胸にある赤い苓‘hrib’という字の光から、
そして極楽浄土 (bde　 pa　 can) から、 上師と世尊無量壽仏との九尊がましますマンダラ (壇

城)、すなわち修行道場の前の虚空に、諸仏・諸菩薩が現われた。食‘hrib’ という字の光
が私の心底に溶け込み私は仏となる。

誰の恩によって、 大いなる楽にいるのか。 誰が刹那のこの瞬間に現われているのか。 私

にとって上師は宝のよ うであ り、 金剛尊の足許に頂礼し奉る。

bJi　 rten　 bdren　 pabi　 gtso　 bo　 dshe　 dpag　 me//　 dus　 min　 tlchi　 ba　 ma　 lus　 Iλjoms　 pabi　 dpa1//　 mgon　 med

sdug　 bsflal　 gyur　 pa　 mams　 kyi　 skyabs//　 saas　 rgas　 tshe　 dpag　 med　 la　 phyag　 bdshal　 lo　 [8頁] //

(世間引導無量尊。 非時死因盗消除;

無依苦悩之衆生、 頂破護祐無量壽。)

世間を導く 主尊無量壽仏は。 非業の死因をすべて消滅する。 帰依するよるべがなく て

苦しむ人々の、依りどころである無量壽仏に礼拝し奉る。

このようにネL拝してから、 無量壽仏と諸菩薩に真言で八供養 (飲料・沫浴水 ・花 ・薫香 ・

灯 ・塗香 ・食物 ・音楽) をする。 八供養の真言は、梵語で唱え、 一切の如来と無量壽仏と
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Ma　 lus　 sems　 ca　 kun　 gyi　 mgon　 gyur　 c111/y　 bdud　 sde　 dpun　 bcas　 mi　 bzad　 bjoms　 mdsad　 lhayy　 dlios

mams　 ma　 lus　 ji　 bshin　 mkhyen　 gyur　 p吻i//　 bcom　 ldan　 bkhor　 bcas　 gnas　 bdir　 がegs　 su　 gsol　 [19

頁] //

(無余有情依恬主、無壷魔軍能擢壊 ;

一切真賞悉正知、佛興答属乞降臨。)

全ての有情は拠るべき主を求む、 いかなる魔軍をも打ち破るものにして。

一切の真実をこ とごと く 正知するもの、 仏とその答属が降臨されんこ とを請い求む。

この一偶によって諸仏 ・諸菩薩を請来し、 供養するのである。

無量壽仏と修行者と不二にな り、 再び心底の ‘hrib’ の字から光を放ち、 宝冠五仏と容

属を迎請する。 こ う して一切の如来から濯頂を受けるこ とを願 うのである。

モンゴル仏教における無量壽佛潅頂の研究

その答属とに、水など八供養を供養する。

続いて、 慈 ・悲 ・喜 ・捨である 「四無量心」 の掲文を読誦し、 敬請された諸仏 ・諸菩薩

は、 それぞれの浄土である資糧田 (ソクシン ・tshogs　 shi丘) に送 り帰えす [8頁下]。

続いて私は、世尊その方の寿命と智慧とは無量であって、 九仏のマンダラを一切円満す

るのは、 中央に毘盧遮那無量壽仏 (rNam　 sn㎡l　 tshe　 dpag　 med)、 東に金剛無量壽仏 (rDo励

tshe　 dpag　 med)、 南に宝無量壽仏 (Rin　 chen　 tshe　 dpag　 med)、 西に蓮華無量壽仏 (Padma　 tshe

dpag　 med)、 北に業無量壽仏 (Las　 tshe　 dpag　 med)、 東北に遍照無量壽仏 (Kun　 gzigs　 tshe　 dpag

med)、東南に功徳無量壽仏、 (Yon　 tan　 tshe　 dpag　 med)、 西南に智慧無量壽仏 (Ye§estshe　 dpag

med)、 西北に不動無量壽仏 (Mi　 gyo　 tshe　 dpag　 med) がそれぞれましま して、 これらの諸尊

の身の色は、すべて珊瑚でできた須賀山が千の太陽に照らされているよ うな、赤い光を放っ

ている。 九仏は微笑の姿を示し、 一面二手で、 等持印に坐し、 その手の上に長壽の甘露に

満ちた宝瓶がある。 宝瓶は、 求めるものすべてを如意樹のよ うに与える。 (中略) 九仏は、

いろいろな荘厳で飾られた円満の受用身である。願望を満たす力を具えた天衣を羽織 り、

絹の美しい衣服をまとい、金剛珈映坐にある。九仏すべての頭頂に白色のあ‘o㎡ の字、

咽喉に赤色の9‘a’の字、胸の月座に赤色の‘§4‘hrit1’の字を青色のVhub㎡字で飾って
いる。　 ‘om・a・hub㎡ の三字から光を放っている。 極楽世界などや修行者のマンダラな

どが現われ、現われた極楽世界と修行者との眼の前に、上師 (本尊) 、諸仏、諸菩薩、世尊

無量壽仏が、 ‘oril　 ・　 ii　 ・　 hub㎡ の三宇から姿を現わす [13頁下]。

Ji ltar bltams pa tsan gyis nW lha rnams kis ni khus gsoHtaly7

1ha yi chu ni dag pa yisがde bshin bcom ldan sku khrus gs01 [21頁] が

(雲何如来降誕時、 一切天衆献沫浴 ;

今以清浄妙天水、 我亦如是作濯沫。)
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(3) 成就宝瓶 (bUm　 pa　 grUb、瓶も仏となる)

我生に続いて、 次のよ うに成就宝瓶が始まる。

宝瓶は空性になる。 空性になった宝瓶から ‘o㎡ の字の大きな宝器の中に、 ‘o㎡ の字

の光に溶けて出る飲料 ・沫浴水 ・花 ・薫香 ・灯 ・塗香 ・食物 ・音楽の八供養は、 生き生き

として透明で無碍であり、虚空のようである。

このよ うに、梵語で八供養して加持し、 続いて長壽仏の真言を読誦する。 それから仏の

智慧を深く広く極める 「深明不二 (zab　 gsal　 蔀is　 su　 med　 pa)」 である本尊と不二となる修行

をすべきであるとされる。修行の間に罪があったと しても、 罪がある衆生が心底の心月に

ある ‘hrih’ の字の真言に集まって、 ‘hl・狗’ の字が輝き、清浄でない有情を浄め、 衆生を

利益するために、 行者の身 ・語 ・意を加持する。

続いて不死の真言を読誦する [15頁下]。

この真言を 1万回唱えるか、 あるいは 10万回唱える必要があるとされる。

行者の意根に五明無量壽仏 (Rigs　 lfla　 dshe　 dpag　 med) がましまし、 頭頂に智慧無量壽仏が

まします。 私の心底の光から、無量壽仏の春属である仏、菩薩、 空行母、 護法神や、 天と

人との諸持明者の寿命と智慧、加持寿命の甘露光などが現前に現われる。 これらの一切が

頭頂の智慧無量壽仏に溶け、 長壽の甘露に溶け、頭頂から意根の五明無量壽仏に溶け、 そ

の五明無量壽仏は再び不死長寿の甘露に溶け、 潅頂者の頭頂から足底まで長壽の甘露で満

ち溢れる。

こ う して、 不死の長寿を成就 (dflos　 grub) し、 身 ・ 口 ・意の三門は、 無量寿仏になると

される [17頁]。

法要を盛大に執 り行う場合は、 九宝瓶と事業宝瓶を用いる。 小規模な場合は、長寿宝瓶

と事業宝瓶とを用いる。 その他、 用いる什器と して、 白布 ・法螺貝 ・金剛杵 (rdo　 lje)　 ・金

剛鈴 (drilbu) などを準備し、銅鏡 ・琵琶 ・法螺貝の中の香水 ・果物 ・白綾の五妙欲 (11dod

yon　 l仙) をもって加持する。 銅鏡 ・琵琶 ・海螺の中の香水 ・果物 ・ 白綾は、 色 ・声 ・香 ・

味 ・触を意味する。

同朋大学佛教文化研究所紀要第二十三号

如来が降生されし時、 一切の天の衆生は沫浴を献ず

我もいま清らかな天の水をもって、 如来に沫浴を献じるこ とかく のごと し

この一価文によって請来した諸仏 ・諸菩薩に沫浴を献ずることによって、 濯頂を受ける

修行者が濯頂を受けるこ とになる。 全身は、沫浴に満ち溢れ、すべての汚れを浄める。 な

お、 沫浴の聖なる水は、 無量光仏の姿では宝冠の飾 りである と考えられている [14頁]。

(4) 対生 (md皿 bskyed、 仏が現前する)

成就宝瓶に続いて、 次のよ うに 「対生」 が始まる。
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モンゴル仏教における無量壽佛潅頂の研究

儀式を行なっている僧侶が宝瓶を持ち、 Oli!　 na　 mo　 bhagavate　 a　 pa　 ri　 mi　 ta… で始まる阿弥

陀仏の真言で対生のマンダラを成就する [24頁]。

モンゴル仏教、 特に瑞慮寺の 『濯頂文』 に記載している九尊無量寿仏のそれぞれの働き

は以下の通 りである。

①　 Chos　 kyi　 tlkhor　 lo　 rga　 chen　 bskor//　 sems　 can　 sdug　 bs面 l　 ma　 lus　 pa//

skad　 cig　 fiid　 la　 sel　 mdad　 pa//　 salls　 rgyas　 tshe　 dpag　 med　 phyag　 btshal　 [30頁] //

(韓動廣大法輪故、 有情一切之煩悩 ;

刹那之間悉消除、 頂磋世尊無量壽。)

法輪を広大に転じて、 有情のすべての苦しみを、

刹那に消滅するこ とができる、 無量寿仏に礼拝し奉る。

② rDlo巾 sems　 dp海 1asbyuり hin//|励s　 pahi　 dri　 ma　 kuln　 hjomas　 pa//

rdo巾bi　 lus　 can　 rdo　 吻 can//　 rdo　 lje　 tshe　 dpag　 med　 phyag　 btshal//

(従金剛勇識而生、 罪汚一切能擢壊 ;

金剛身興金剛者、 頂破金剛無量壽。)

金剛勇識から生まれて、 罪の汚れをすべて打ち破る。

金剛の身体である金剛者、 金剛無量寿仏に礼拝し奉る。

③ Sam　 pabi　 di os　 kun　 skad　 cig　 gis//　 rd tldod　 bshin　 du　 tshim　 mdsad

dpal//mchog　 gis　 bdag　 po　 chen　 po　 ste//　 rin　 chen　 tshe　 med　 phyag　 btshal//

(一切須求之意楽、 各己刹那成満足 ;

殊勝大主之面前、 頂破大宝無量壽。)

心に思うすべてを刹那に、 その人の望み通りに満足するこ とができる。 大勝主である

面前の、 大宝無寿仏に礼拝し奉る。

④　 i　 ltar　 fion　 mofls　 dri　 ma　 yis//　 kun　 nas　 gos　 par　 mi　 bgyur　 shiが/

thugs巾s　 chags　 tshul　 ston　 par　 mdsad// padma　 tshe　 dpag　 med　 phyag　 btsha1//

(煩悩汚垢壷如何、 一切傅染豊能成 ;

講説形成之状況、 頂破蓮華無量壽。)

いかなる煩悩に汚れていても、 どこからも侵入するこ とができない。

慈悲のあり様を講説している導師、 蓮華無量寿仏に礼拝し奉る。

⑤　 bs万amskunl節hel　 byed　 dplalgl　 bsam　 shi血|がlas　 lkyli　 tsk　 dp昭 md lphyag　 btshall//

tlDod　 pabi　 las　 mams　 ma　 lus　 pa//　 skad　 cig　 fiid　 la　 rdsogs　 mdsad　 dpal//

(所求事業衣無余、刹那之間圓成尊 ;

意楽増加如意樹、 頂鐙事業無量壽。)

求めている事業などすべてを、 刹那に円満できる吉祥者、

求めているすべてを如意宝のように増加できる、 事業無量寿仏に礼拝し奉る。
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同朋大学佛教文化研究所紀要第二十三号

⑥ 良les　 pa　 kun　 las　 mam　 grlal　 nas//　 sna　 tshogs　 yon　 tan　 mams　 kylis　 brgyan//

bkhor　 pabi　 skyabs　 mdsad　 dpatl　 bo　 ste//　 kun　 gzigs　 tshe　 dpag　 med　 phyag　 btsha1//

(一切罪悪壷解脱、 各種功徳作荘銀 ;

輪廻能護之英雄、頂趨遍観無量壽。)

一切の罪から解脱し、 いろいろな功徳が飾る。

輪廻してもよく護られた英雄、遍観無量寿仏に礼拝し奉る。

⑦　 sn)bs　 chen　 mams　 kyis　 rab　 brgyan　 te//　 ma　 lus　 mi　 mthun　 phyogs　 Iλjoms　 pa//

ston　 pa　 srid　 med　 bu　 yi　 stobs//　 yon　 tan　 tshe　 dpag　 med　 phyag　 btshal//

(一切威力妙荘報、 所有逆縁能擢壊 ;

如同導師無子力、頂疆功徳無量壽。)

大いなるすべての力でよく飾 り、 あらゆる逆縁を打ち破るこ とができる。 導師がいな

い私に力となる、 功徳無量寿仏に礼拝し奉る。

⑧　 M e　 10111　 mfilam　 fiid　 la　 sogs/pl曲i//　 yej lesma丘lpobli　 mdsod　 bldsin　 pa//

rtog　 pa　 ma　 lus　 khyod　 kyis　 sp訟s//　 ye　 ges　 tshe　 dpag　 med　 phyag　 btsha1//

(猶如鏡子平等性、種種智慧持有者 ;

一切疑惑擢壊尊、頂疆智慧無量壽。)

鏡のよ うな平等性などの、多く の智慧ある者である。

すべての迷いを打ち破った尊者、 智慧無量寿仏に礼拝し奉る。

⑨ rNamrtogrl㎡llgiskhyodmigyo//mlthablbra1仙 bldsinレshipastelが

bdud　 dafl　 mu　 stigs　 lλjoms　 mdsad　 pa//　 mi　 gyo　 tshe　 dpag　 med　 phyag　 btsha1//

(分別狂風尊不動、 離退入定寂静者 ;

魔興外道擢壊尊、頂鐙不動無量壽。)

あらゆる迷いの風にも不動であり、 二辺を離れた禅定寂静にある。

魔と外教を打ち破られた尊者、 不動無量寿仏に礼拝し奉る。

bKhor　 pabi　 sems　 can　 ma　 lus　 pa//　 khyod　 kyi　 mtshan　 tsam　 tldsin　 pa　 la//

tshe　 dali　 ye　 ges　 sbyin　 mdsad　 pabi//　 tshe　 dpag　 med　 la　 phyag　 btshal　 lo//

(輪廻一切有情衆、 査聞尊者之名号 ;

賜興長壽和智慧、無量壽前恭頂疆。)

輪廻にあるすべての有情は、 尊者の名を聞くだけで、

長寿と智慧とが与えられる、 無寿仏に礼拝し奉る [32頁下]。

このように、無量寿仏の讃頌の掲文を読誦し、O血vajrasado　 samaya…で始まる 「百字明」

の真言を読誦する。

ダ続いて護法神に食べ物を供養する儀式が執り行われ [33 頁下] 、 四天王に食べ物を供

養する儀式が執り行なわれる [34頁]。 龍に食べ物を供養する儀式は、龍と龍の春属とを
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モンゴル仏教における無量壽佛潅頂の研究

請来し、龍に対する特別な真言を三度唱える [35頁]。

行者はマンダラを供養し、 礼拝して、 一切の有情にもろもろの成就の恩恵を賜るように

祈る。 大菩薩の姿で安住している大いなる本尊 (無量壽仏) を礼拝し奉る。 誓願本性を私

に与えて下さい。 菩提心も私に与えて下さい。 仏・法・僧である三宝を私に与えて下さい。

大解脱者の集まっているマンダラに、私を安住させて下さい。とE 度この偶文を読誦する。

続いて前に述べた阿弥陀仏の真言を読誦する [39頁]。 そのあと次の三帰依文と発菩提

心文を読誦する。

dKon　 mchog　 gsum　 la　 bdag　 skyabs　 mchuがsdig　 pa　 thams　 cad　 so　 sor　 b　 iags//

bgroba(idgela巾syir㎡1//　 safls　 rgyas　 byafl　 chub　 yid　 kyis　 bzun//

s面 s　 rgyas　 chos　 da丘tshogs　 mchog　 laノ/byafl　 chub　 bar　 du　 bdag　 skyabs　 mchi//

㎡ 1　 gshan　 don　 ni　 rab　 bsgrub　 phyir//　 bya丘chub　 sems　 ni　 bskyed　 par　 bgyi//

by姐chubmcholggiselmslnibslkyledbgyislnasyy　 semslcanlthamscadbld昭 gis

mgron　 du邸er//

byan　 chub　 spyod　 mchog　 yid　 boぬspyod　 par　 bgyi//tlgro　 la　 phan　 phyir　 s姐 s　 rgyas

bgrub　 par　 gog　 [39頁下] //

(我今帰依勝三宝、 一切罪業皆懺悔、

隨喜衆生諸善事、 至心受持佛菩提、

正覚妙法聖僧伽、 乃至菩提我帰依、

成就白利他利故、 発起求証菩提心、

既発最勝菩提心、接引有情如大賓。

楽行最勝菩提行、 為利衆生願成佛。)

私は今三宝に帰依し、 一切の罪業をすべて懺悔する。

衆生の善事に隨喜し、仏菩提を心底から受持する。

正覚の仏と妙なる法と聖なる僧に、 私が菩提を得るまで帰依する。

自利と他利を成就するために、悟りを求めて菩提心を起こし、

最勝の菩提心を起してから、私はすべての有情を親友同様に受け入れる。

最勝の菩提行を求め行い、 衆生の利益のために成仏する。 (三度を唱える)

(5) 漕頂 (dban　 bskul　 pa　 = abhi!eka)

対生に続いて、 次のよ うに僧によって濯頂が始まる。

行者あなたは何のために喜ぶのか。私は大いなる楽にいる幸運を喜ぶ。その子 (衆生) の

ために何をするのか。 仏の勝誓願に礼拝する。 一切の有情を利益するために仏と成ろ うと

いう願いの心にこそ世俗諦がある。 その私の心底にある心月のマンダラが、 円満の形にな

る。私の心は一切法を包摂し無自性の空性にある。 菩提の心月の上に、 五角の白い金剛杵
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同朋大学佛教文化研究所紀要第二十三号

(rdo　 rje　 dkar　 po　 rtse　 hiapa) の形になっているから勝義諦であるとされる [40頁]。

今、 行者あなたは一切の如来に加持され、 あなたは一切如来のすぐれた秘密のマンダラ

に安住している。 マンダラに安住していない人にはい うこ とができない。 無信仰者にもい

うこ とができない。 このよ うに考えながら真言を唱え、 マンダラに安住する。

こ う して、 行者は一切の如来よ、私を加持して下さい。 不死の長寿を成就させて下さい

と三度繰 り返して祈祷する。

潅頂を受けた行者は本尊の無量壽仏にな り、 上師と本尊は、 不二の心底の ‘hrib’ の字か

ら光を放って、仏や菩薩や聖なる声聞弟子や独覚者や持明者だちから加持され、 世間と出

世間のあらゆる栄耀や威畏や功徳を与えられ、 本尊無量壽仏や他の仏たちが、 虚空に充満

して現われる。 こ うして全身に大雨のように濯頂を受け、 不死の長壽を成就する。

こ う して梵語で ‘Oril　 v疸a　 abega　 a　 a　 a’　 ( とい う濯頂の真言を多く 唱え、 楽器を用いる必

要もある と されている [42頁]。

続いて宝瓶を持ちながら、 以下の掲文を読誦する。

Lus　 la　 mam　 sna丘tshe　 db面 bskur//　 bu　 khyod　 bchi　 bdag　 las　 grol　 te//

bskal　 pa　 sto血du　 tshe　 bphel　 nas//　 srog　 gcod　 sdig　 pa　 dag　 gyur　 cig　 [44頁] /

(身已毘盧佛潅頂、 愛子解脱死主故 ;

壽命千劫時増加、 殺生罪悪成清浄。)

行者よ、 あなたの身体に毘盧遮那仏が濯頂している。 死王を脱し、

千劫にわたる寿命を得た。 殺生の罪が清浄となるようを祈念する。

続いて毘盧遮那仏の真言を唱える。

sByin　 pabi　 stobs　 kyis　 sal’I s　 rgyas　 yafl　 dag　 bphags//　 mi　 yi　 se佃e　 sbyin　 pabi　 stogs　 rtogs　 nas//　 sfiifl

lje　 can　 gyi　 grofl　 khyer　 lλjugpanaノ/sbyin　 patli　 stobs　 kyi　 sgra　 ni　 grags　 par　 gyur//　 sbyin　 pa　 mthaf

phyin　 tshe　 yali　 bphel　 par　 goが

(布施之力佛真聖、 人獅布施力通達 ;

趣入慈悲之都城、 布施之力名称揚 ;

布施彼岸増長壽。)

布施の力をもつ仏は真実聖であり、 人獅子は布施の力に通達している。

慈悲のマンダラに入って、布施の力の名声で知られている。

布施の彼岸の長壽も増えるこ とを祈念する。

このよ うに六波羅蜜である戒律 (tshulkhnms) ・忍耐 (bzod　 pa) ・精進 (brtson　 bgrus) ・禅

定 (bsam　 gtan) ・智慧 (iesrab) も同じ く 唱え、続いて三呪 (s面gsgsum丿 をそれぞれ唱える。

①　 Lus　 la　 mam　 snali　 tshe　 dbafl　 bskur//　 bu　 khyod　 bchi　 bdag　 las　 gr01　 te//

bskal　 pa　 st011　 du　 tshe　 bphel　 nas//　 srog　 gcod　 sdig　 pa　 dag　 gyur　 cig/

(身已毘盧佛濯頂、 愛子解脱死主故 ;
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モンゴル仏教における無量壽佛潅頂の研究

壽命千劫時増加、 殺生罪悪成清浄。)

行者よ、 あなたの身体に毘盧遮那仏は濯頂している。 死王から脱し、

千劫にわたる寿命を得た。 殺生の罪が清浄となるようを祈念する。

続いて、 毘盧遮那仏の真言を唱える。

以上のように濯頂されたので、行者の全身は不死の甘露で満ち溢れる。壽命は無碍になっ

たから、 これまでに積み重ねてきた悪障と、 無明から生起する煩悩、 故に殺生を犯し、 故

に殺生の無碍になった寿命が短く なる悪障が浄められ、 毘盧遮那仏の慈悲より加持して下

さいと祈念ナる [45頁]。

②　 Lus　 la　 rdo　 rje　 tshe　 dbali　 bskur//　 bu　 khyod　 bchi　 bdag　 las　 grol　 te//

bskal　 pa　 stoli　 du　 tshe　 bphel　 nas//　 srog　 geod　 sdig　 pa　 dag　 gyur　 cig　 [46頁] /

(身已金剛壽濯頂、 愛子解脱死主故 ;

壽命千劫時増加、殺生罪悪成清浄。)

行者よ、 あなたの身体に金剛壽仏が濯頂している。 あなたは死王を脱し、 千劫にわた

る寿命を得た。 殺生の罪が清浄となるよ うを祈念する。

以上にならって、 煩悩暇 ・煩悩高慢 ・煩悩吝嗇 ・煩悩貪 ・煩悩嫉妬を唱える。

③　 Lus　 la　 rin　 chen　 tshe　 dbafl　 bskur//　 bu　 khyod　 bchi　 bdag　 las　 grol　 te//

bskalpast㎡1　 du　 tshe　 bphel　 nas//　 srog　 gcod　 sdig　 pa　 dag　 gyur　 cig/

(身已大宝壽濯頂、 愛子解脱死主故 ;

壽命千劫時増加、 殺生罪悪成清浄。)

行者よ、 あなたの身体に大宝無量壽仏が濯頂している。 死主を脱し、

千劫にわたる寿命を得た。 殺生の罪が清浄となるよ うを祈念する。

④　 Lus　 la　 padma　 tshe　 dban　 bskur//　 bu　 khyod　 llchi　 bdag　 las　 grol　 te//

bskal pasto丘du　 tshe　 hphel　 nas//　 srog　 gcod　 sdig　 pa　 dag　 gyur　 cig/

(身已蓮華壽濯頂、 愛子解脱死主故 ;

壽命千劫時増加、殺生罪悪成清浄。)

行者よ、 あなたの身体に蓮華無量壽仏が濯頂している。 死王を脱し、

千劫にわたる寿命を得た。 殺生の罪は清浄となるようを祈念する。

⑤　 Lus　 la　 las　 kyi　 tshe　 dbali　 bskur//　 bu　 khyod　 bchi　 bdag　 las　 grol　 te//

bskal　 pa　 stofl　 du　 tshe　 bphel　 nas//　 srog　 gcod　 sdig　 pa　 dag　 gyur　 cig/

(身已事業壽濯頂、 愛子解脱死主故 ;

壽命千劫時増加、殺生罪悪成清浄。)

行者よ、 あなたの身体に事業無量壽仏が濯頂している。 死王を脱し、

千劫にわたる寿命を得た。 殺生の罪は清浄となるよ うを祈念する。

続いて行者と宝冠の五仏とを不二にするための儀式が以下のよ うに執り行われる。
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真言を唱え。 続いて潅頂を受ける行者が宝冠を持ち、僧侶が以下の掲文を読誦する。

雲何如来降生時、 一切天衆献沫浴、

今以清浄妙天水、我亦如是作潅沫。

如来が降誕された時、 一切の天の衆生は沫浴を献ず ;

我も今清らかな天の水をもって、 如来に沫浴を献じるこ とかく のごと し。

このように潅頂されると、 潅頂を受ける行者の全身は甘露で満ち溢れ、 大いなる喜びを

味わう。 すべての汚れを浄めた残 りの甘露は、 潅頂を受ける行者の頭頂に注がれるから。

無量光仏を中心とする五仏の宝冠が潅頂を受ける行者の頭頂に飾られる。

こ う してあらゆる罪悪や障碍を消滅するこ とができ、 従って 408種の病気、 1,080種の

魔鬼、160種の損害と。一切の不吉祥である障碍を消除するように祈祷することになる [48

頁]。

rGyal　 pa　 sras　 bcas　 bden　 pabi　 byin　 rlabs　 d㎡1//　 mgon　 po　 tshe　 dpag　 med　 p吐11　 thugs　 lje　 yis//bgro

ba　 bdu　 la　 bdag　 gis　 bsrulis　 zin　 gyi//IXdi　 la　 sus　 kyan　 gnod　 pa　 ma　 byed　 cig　 [48頁] /

佛菩薩真賞加持、本尊長壽佛慈悲 ;

由我護佑衆生故、 誰能侵害彼衆生。

仏 ・菩薩たちが真の加持をしたこ と と。本尊無量壽仏の慈悲により ;

一切衆生を行者私が守っているから、 一切衆生を害うこ とがない。

こ う して、 行者は、 自分が潅頂を受けたことによって、 一切の衆生とともに成仏しよう

とする考えが生まれるものと思われる。

行者はすでに潅頂を受けたこ とによって、 九尊の無量壽仏が、 九方から現われ来て、長

壽の甘露を行者の頭頂から入れると、 心底の無量壽仏が宝冠の五仏に溶け込み、 行者も不

死長壽の甘露に満ち溢れる。 百劫にわたっても得られない不死長壽の成就を得た人は、 ま

さに幸運者であると思わなければならない [49頁]。

(6) 吉祥誦 (bkra　 iis　 rtags　 cad)

そこで続いて、 次のよ うに吉祥誦が始まる。

七宝 (rin　 chen　 sna　 bdun) である金輪 ・神珠 ・玉女 ・主蔵臣 ・ 白象 ・紺馬 ・将軍と、 八吉

祥物 (bkra　 gis　 rtags　 brgyad) である吉祥結 ・妙蓮 ・宝傘 ・右旋の法螺貝 ・金輪 ・勝利瞳 ・宝

瓶 ・金魚で供養する。 この七宝と八吉祥物を供養したこ とによって、 母なる一切の有情の

寿命や福徳や善業が増長する力が具わるように祈祷する [50頁]。

昔、密呪と明呪の主妙吉祥金剛手が、世尊釈尊から聖なる 「草Jyuflsdkarを手ずから授

かったように、 今は、 私たち僧も行者も、 吉祥物である 草y㎡ls　 dkarによって吉祥となる

よ うを祈念する [50頁下]。

本尊無量壽仏と九尊中の智慧長壽仏とは優れた許可を贈った。マンダラを供養し称讃し。
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おわ りに

モンゴル仏教における無量壽佛濯頂の研究

修行し、読誦したこ とによって成就された善業によって、 行者と一切の衆生は、 極楽浄土

に往生することを願い奉る [54頁下]。

dGe　 mtshan　 ji　 s-ed　 mchis　 p油i　 bkra　 iis　 des//　 khyed　 cag　 g面 d㎡1g㎡l　 du　 gnas　 pa　 der//　 mi　 iis

mtshan　 ma　 bg油 yaflmibbyu血sh治//shifl　 gi　 bbyor　 pa　 phul　 du　 byuli　 pa　 yis//　 bde　 legs　 rgyun　 mi

chad　 p油i　 bkra　 iis　 §og [57頁] /

(所有善事尽吉祥、 無論恕椚住何處 ;

不吉之兆豊出現、 大地豊富殊勝故、

善楽不断願吉祥。)

すべての善きこ とは吉祥である。 あなた方行者ぱ何処にいても、

吉祥でないこ とが生じるこ とはあり得ない。

すべての大地は豊かで素晴らしいから、 善であり楽であって、 永遠に吉祥であること

を願い奉る。　　 十

こ う して、ナムレイ老人を中心とする無量壽佛潅頂の儀式が終り、 五人の僧侶に布施を

差し上げ、 参加者たちをも含む食事に招待する。 食事は肉と野菜などを一緒に煮込んだも

のと、 ご飯や饅頭などである。

一
七

二

以上は、 阜新蒙古族自治県佛寺鎮ホイ トウホロ村のナムレイ老人の自宅で執り行なわれ

た、無量壽佛濯頂の儀式を事例調査して論述したものである。 このような無量壽佛濯頂の

儀式は。ほとんどのモンゴル地域で執り行なわれている。 しかし、何処で、何時、誰によっ

てこの無量壽佛濯頂の儀式が始まったかについては明ちかではない。

推定できるのが、 この無量壽佛濯頂の聖典の末尾に、 チベッ ト仏教ゲルク派の活仏バン

チェ ン ・ ラマ四世ロサン チ ョジ ゲルツェ ンが作成したと記載されているこ とである。本

論の57頁に述べたよ うに、 1645年の時点で、 モンゴルのグシ ・バーンと活仏バンチェ ン・

ラマ四世ロサン チ ョ ジ ゲルツェ ンが特別な関係をもっていた。 従って、 1645年以後、す

でにこの無量壽佛濯頂の儀式がモンゴルの地に伝えられたと推測できる。

またモンゴル人の意識には、 自分が無量壽佛濯頂の儀式を受け、 自分だけが幸せな生活

や 「長生不老」 を送るこ とができても、 満足することはできないとい う信仰意識がある。

この無量壽佛濯頂の儀式を受ける民衆にとって、 最も大切なこ とは、 すべての人々ととも

に幸せで 「長生不老」 の生活を送りたいとい う、 仏教の 「慈 ・悲 ・喜 ・捨」 の菩提心の観

念が見られるところである。 一般の民衆は、 折角得た人身を活かして永遠に家族や親類と

一緒に生活を送りたいという民衆仏教 (Popular　 Buddhism、 庶民仏教) (6) の思想が、 モンゴ

- 13-
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ル仏教徒の日常生活に生きている。一般の民衆にとっては、教義仏教 (Doctrinal　 Buddhism)

よ り民衆仏教の方が馴染み易いものである。 言い換えれば、 民衆仏教は、 つま り信仰仏教

とい うこ とであるからである。 一般の民衆にとって仏教の教義がどのよ うであっても、 そ

の教義し関心をもっているとは限らない。 民衆が、 関心をもっているのは、信仰の面であ

る。 民衆は、 仏教の教義などを深く理解しよう とは考えていない。 民衆は、 仏教を信じる

だけで満足している人が多い。

このような人間の寿命を延ばすための儀式は、 モンゴル地域だけではな く 、 中国仏教で

も、 仏教寺院や仏教居士林などで 「延生普仏」 という法会を執り行なっている。 この 「延

生普仏」 によづて父母の延命長壽ができるという信仰が残っている (7)。 モンゴル仏教も中

国仏教もいずれも阿弥陀仏信仰と関連している。

北京雍和宮 (モンゴル語Nairaltu　 nairamdaku　 siim-e. モンゴル仏教寺院、 日本仏教の本山

に相当) でも、 2000年から毎月8 日に、 無量壽佛濯頂の法会を再開し、 厳修している (8)。

詳細の研究は後日に譲 りたい。

《注》

(1) 陶克通嘔等編 「瑞恵寺」 「lbgtonga, a 匈回7」破力9面7即/昭c心加-e) 中国内蒙古文化出版社、1984

年10̃ 13頁。 また項福生主編 『阜新蒙古族自治県民族志』 (中国遼寧民族出版社、 1991年) 94

頁によれば、 清朝の道光四年 (1824年) 清朝の理藩院から満州語 ・モンゴル語 ・チベッ ト語で

彫った 「ttimedun」asagdalhamaCagandiyanciQutugtuintamaqu東土黙特札薩克達喇碓察第顔斉

呼図克図之印」 を贈ったと記載されている。

(2) モ ンゴル仏教は、 無量壽仏 (時には長壽仏) と無量光仏と大日如来とに分ける。 拙論 「モンゴ

ルにおける阿弥陀仏の信仰」 (『印度学仏教学研究』 日本印度学仏教学会、 第 51巻第 1号、 2002

年) 279 ̃ 282頁参照

(3) 瑞息寺の僧侶個人の所蔵であったが、 筆者が贈与された聖典に依る。

(4) 詳細は、拙論 「チベッ トとモンゴル仏教における活仏の由来」 (『同朋大学佛教文化研究所紀要』

第21号、2001年) 19̃ 49頁参照、 また丹剋再納班雑李徳成 『名刹双黄寺　 清代達頼和班禅在

京駐錫地』 (中国宗教文化出版社、 1997年) 42 ̃ 43頁参照

因みに 1645年、 モンゴルのグシ ・バーン (Gu　 si　 Han　 固始汗 1582-1654、 本名はTho　 r01　 pavi

hu図魯邦琥) が、 チベッ ト全土を征服した。 グシ ・バーンは、 当時のチベッ ト仏教のゲルク派

の代表者であり、 グシ ・バーンに協力を惜しまなかったロサン チ ョ ジ ゲルツェ ン ・ ラマ (bLo

bzafl　 chos　 kyi　 rgyal　 mtshan　 羅桑却吉堅讃 1567-1662) に、 「班禅博克多」 (Rln　 chen　 bogda) の聖号

を贈った。 「班禅」 は、 サンスク リ ッ ト語パンディ タ (pa卵ita) に由来し、 大学者を意味する。

「博克多」 は、 モンゴル語で、勇気と智慧がある英雄を尊称する言葉である。 だから、サンスク

リッ ト語とモンゴル語とを合わせる と、 中国語で 「智勇双全的大学者」 を意味する。 これが、パ

ンチェ ン ・ ラマの活仏制度の 「名称」 の発端である。 チベッ ト仏教のゲルク派の教団から、 口

サン チ ョ ジ ゲルツェ ンはバンチェ ン ・ ラマ四世に認定された。 そ してケ ド ゥプ ・ケレク ・パル

サン (mKhas　 grub　 dge　 legs　 dpal　 bzafi　 克主格雷貝桑 1385-1438) はバンチェ ン ・ ラマ一世に追認さ

れ、 エ ンサ ・ ソナムチ ョ クラ ン (dBen　 sa　 bsod　 nams　 phyogs　 gla食恩薩索朗却朗1439-1504) がパン

チェ ン ・ ラマニ世に追認され、 エンサ ・ ロサン ドン ドウブ (dBen　 sa　 blo　 bza血don　 grub　 恩薩羅桑

頓珠 1505-1566) がバンチェ ン ・ ラマ三世に追認された。 北チベッ トすなわち後蔵のタシルンポ

寺 (bkra§is　 lhun　 bo　 mgon　 pa　 札什倫布寺) は、 歴代のバンチェ ン ・ ラマが居住する寺院である。

康煕五十二年 (1713年) 康煕皇帝は、 バンチェ ン・ラマ五世 (1663-1737) に 「班禅額爾徳尼」 の

聖号と 「敢封班禅額爾徳尼之印」 の金冊、 金印を贈った。 「額爾徳尼」 は満洲語であり、 「宝貝」
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平成 15年度、 文部省科学研究助成費による研究成果の一部である。

所属 ・職 : 中国社会科学院世界宗教研究所、 日本学術振興会外国人特別研究員

(同朋大学仏教文化研究所)

モンゴル仏教における無量壽佛潅頂の研究

(erdeni) を意味する。 これが、 清朝政府から正式にバンチェ ン ・ ラマを冊封した始ま りであっ

た。 モ ンゴル人は、 バンチェ ン ・ ラマをバンチェ ン ・ボクダ (Rln　 chen　 Bogda　 班禅博克多) と呼

んでいる。 チベ ッ ト人は、 バンチ ェ ン ・ リ ンポチ (Rln　 chen　 rin　 po　 che　 班禅仁布切) と呼び、 中

国人は、 バンチェ ン ・ダーシ (Ban　 chan　 da　 shi　 班禅大師) と呼んでいる。

(5) 行者の心を守って くれる働きがある明呪 ・総持呪 ・密呪をい う。

(6) 前田恵學編著 「現代ス リランカの上座仏教」 (山喜房仏書林刊、 1986年) 1̃ 9頁参照

(7) 死後の問題については、 中国では人が亡く なった後、いろいろな形で葬式を行なっている。 中

国人の宗教意識によって、 死者を憶念するために、 法会などを行なっている。 北京仏教居士林

でも、死者の位牌を置く位牌堂がある。居士林で 「往生普仏」 という法会を死者のために行なっ

ている。 生きている人のために 「延生普仏」 の法会を行な う場合もある。 これは、 自分の祖父

母や父母の長命を祈念する法会でである。 寺院では49 日の間に 「打普仏」 とい う法会を行なう

のが普通である。居士林は、寺院と違って個人的に葬式を行なわない。毎月1日と 15 日の 「蓮

池念仏会」 で隨堂普仏とい う法会を共同で行な う。 詳細は、 本紀要記載の夏法聖 r現代中国の

居士仏教」 を参考して下さい。

(8) 雍和宮で用いている 『濯頂文』 の作成者は、 バンチェ ン ・ラマ四世ロサン チ ョジ ゲルツェ ン

である。 雍和宮の 『濯頂文』 は木版であり、 瑞息寺の 「潅頂文」 は写本であるから、 恐らく同

じものと考えられる。 なお、 北京雍和宮の詳細は、 拙論 「文化大革命後のモンゴル仏教の様態

‐ 北京市雍和宮と承徳市普寧寺を中心としてー」 (パーリ学仏教文化学) 第 16号、 平成 14年、

82 ̃ 95頁を参照されたい。

文化大革命以前の北京には、 モンゴル仏教寺院は、 38カ寺あった。 文化大革命の最中に、 38

カ寺の中の37カ寺が破壊され、唯一残ったのは、北京雍和宮だけである。文化大革命の最中に、

中学生や高校生を中心とした紅衛兵が、 雍和宮を壊しに入ってきた。 この情報を、 当時の住持

である高全寿師が、 直接周恩来総理に電話で報告した。 周恩来総理は、 速やかに部下の韓念龍

秘書を雍和宮に派遣し、 紅衛兵を説得した。 周恩来総理のお蔭で雍和宮は幸存するこ とができ

た。 雍和宮だけが残ったのは、 こ ういう理由からである。 雍和宮は、 北京市最大のモンゴル仏

教寺院である。 いわば、 モンゴル仏教の総本山ともいうべき大寺院である。 清朝の乾隆皇帝の

勅願寺であり、 乾隆九年 (1744年) に亡父 ・雍正帝の追善のために、 宮殿を改修してできた寺

院である。 地上 18 メー トル ・地下 8 メー トルの弥勒仏は、 ダライ ・ ラマ七世カルザンギャム

ツォ (bsKalbzaargyabtsho格桑嘉措1708-1757) の命によ り、 イ ン ドから運ばれた、 1本の白檀

の巨木を彫 り上げた仏像である。 文化大革命の間は、 雍和宮では、 法会と修行生活の一切が禁

止された。 勿論、 中国全土で、 一切の宗教信仰が禁止された。 文化大革命が終わって、 1978年

12 月の第 11期第 3回中央委員会全体会議で、 新しい中国の宗教政策が発表された。 3 年後の

1981年には、 雍和宮で法要を始めと して仏教活動が再開された。
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勝寺Jという寺名の勅額

写真2 文化大革命（1966～1976）で食糧機関の倉庫として残された瑞謄寺の大雄宝殿

写真3 無量長霧悌瀧頂の儀式を行なう導師

写真4 無量長欝偽濯頂の儀式で用いる什器

写真5 無量長寿悌濯頂の儀式を依頼する信者ナムレィ老人

写真6 写真7 7ンダラ供養の儀式

16 



モンゴ
、

／レ仏教における無量蕎悌滋頂の研究

写真7 写真8

写真9 写真10

写真11

写真8 僧侶から漉頂を受けるナムレィ老人
写真9 ・ 10 僧侶から滋頂を受けるナムレィ老人夫婦
写真11 ・ 12 法輪殿で法会を厳修している北京苑和宮の僧侶

写真12

六
八

17ー


